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“乗って残そう”路線バス“乗って残そう”路線バス
特集特集 2～5面

第６５回成人式第６５回成人式 　第６５回石川町成人式は1月13日、ホテル松多屋で
開催され、213人が新成人となりました。
　式典では、出席した183人が一人ずつ呼名され、代
表して郷隼人さん、近藤美穂さんに成人証書が授与さ
れました。
　また、菅沼涼さんから「よりよい地域社会、国際社会
のため貢献したい」、西倉未沙季さんから「社会人とし
ての自覚を持ち、自分らしく生きたい」と二十歳の抱
負が述べられました。

【写真上】晴れ着に身を包んだ新成人
【写真下】成人証書授与のようす
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Ko
Ho
Ishikawa

広報いしかわ 2 月号 ● 2

“
乗
っ
て
残
そ
う
”路
線
バ
ス

車
を
持
た
な
い
人
の
強
い
味
方

　
か
つ
て
生
活
路
線
バ
ス
は
、
地
域
に
密
着
し
た
住
民
の
足
と
し
て

欠
か
せ
な
い
存
在
で
し
た
が
、
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
車
社
会
の
進

展
と
、
近
年
の
少
子
化
が
相
ま
っ
て
年
々
利
用
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
整
備
な
ど
車
社
会
に
対
応
し
た
環
境
が
整
い
、
生
活
は
大
変

便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
面
、
騒
音
や
交
通
渋
滞
、
排
気
ガ

ス
に
よ
る
環
境
汚
染
な
ど
、
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
バ
ス
は
、
お
年
寄
り
や
学
生
な
ど
車
を
持

た
な
い
人
の
足
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
環
境
負
荷
を
軽

減
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
バ
ス
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
、
そ
の
経
営
は
大
変
厳
し
く
、

国
や
県
、
町
が
補
助
金
を
出
し
な
が
ら
バ
ス
路
線
の
維
持
に
努
め
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
ま
ま
利
用
者
が
減
少
し
続
け
て
い
く
と
、

今
の
よ
う
に
バ
ス
事
業
者
と
、
行
政
で
バ
ス
路
線
を
存
続
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
路
線
バ
ス
の
現
状
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。



特 

集
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昭
和
50
年
代
に
は
、
福
島
交
通
と
Ｊ
Ｒ

バ
ス
と
合
わ
せ
約
20
路
線
が
あ
り
多
く
の

利
用
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
在
で
は
、
福
島
交
通
の
み

が
12
路
線
を
運
行
し
利
用
者
は
著
し
く
減

少
し
て
い
ま
す
。
路
線
の
系
統
数
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
数

で
は
半
分
以
下
に
減
っ
て
い
る
路
線
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
、
採
算
が
取
れ

る
路
線
は
一
つ
も
な
く
、
町
な
ど
か
ら
の

補
助
金
が
な
け
れ
ば
運
行
が
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
福
島
交
通
で
は
、

業
務
の
合
理
化
や
経
費
削
減
な
ど
の
効
率

化
を
進
め
、
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
や
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
（
ノ
ル
カ
）
を
導
入
す
る
な
ど
利

便
性
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
経
営
努
力
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
利
用
す
る
人
数
が
減
少
す
る
と
、
バ
ス

会
社
の
収
益
も
減
少
し
ま
す
。
し
か
し
、

路
線
バ
ス
は
公
共
性
が
高
い
た
め
、
例
え

お
客
さ
ん
が
乗
っ
て
い
な
く
て
も
走
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
便
数
が
減
ら
な

い
限
り
運
行
に
掛
か
る
費
用
が
減
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
利
用
者
が

減
少
す
る
と
運
行
の
費
用
を
賄
う
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
バ
ス
会
社
は
赤
字
と
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
こ
こ
数
年
の
傾
向
を
見
る
と
、
路
線
の

廃
止
、
ダ
イ
ヤ
の
減
便
等
を
行
い
赤
字
の

抑
制
に
努
め
て
来
ま
し
た
が
、
平
成
20
年

度
ま
で
右
肩
上
が
り
に
町
の
補
助
金
の
額

が
増
え
続
け
て
い
ま
す
（
表
１
）。

　
平
成
21
年
度
か
ら
は
バ
ス
事
業
者
の
会

社
更
生
法
に
よ
る
強
力
な
経
営
改
善
に
よ

り
減
少
し
、
こ
こ
数
年
は
横
ば
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
更
に
、
平
成
23
年
３
月
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
特
例
と
し
て
、

国
、
県
か
ら
手
厚
い
補
助
金
が
平
成
27
年

度
ま
で
継
続
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
た
め
、

各
系
統
の
赤
字
が
増
え
続
け
た
と
し
て
も
、

町
の
補
助
金
は
横
ば
い
で
推
移
す
る
も
の

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
古
殿
町
で
は
、
平
成
23
年
４
月
に
小
学

校
の
統
廃
合
が
行
わ
れ
、
６
小
学
校
か
ら

１
小
学
校
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
子
ど
も

た
ち
の
足
と
し
て
路
線
バ
ス
が
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
仁
田
線
を
見
て
み
る
と
（
表
２
）、
い

わ
き
・
石
川
線
の
い
わ
き
市
境
か
ら
本
町

を
結
ぶ
路
線
で
あ
り
、
古
殿
町
の
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
通
学
に
利
用
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成
24
年
度
の
補
助
金
が
減
少

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
バ
ス
利
用
者
が

こ
の
ま
ま
減
少
し
続
け
れ
ば
、
バ
ス
路
線

の
廃
止
も
や
む
を
得
な
い
状
態
に
陥
り
ま

す
（
図
１
）。
し
か
し
、
一
度
廃
止
さ
れ

た
公
共
交
通
機
関
を
復
活
さ
せ
る
の
は
非

常
に
難
し
い
こ
と
な
の
で
す
。

　
バ
ス
は
、
現
在
、
車
を
持
た
な
い
人
は

も
ち
ろ
ん
、
今
後
、
高
齢
者
が
自
家
用
車

に
頼
ら
ず
社
会
活
動
を
し
て
い
く
上
で
欠

か
せ
な
い
交
通
手
段
で
す
。

　
こ
の
交
通
手
段
を
失
わ
な
い
た
め
に
は
、

行
政
と
バ
ス
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
町
民

全
体
の
問
題
と
し
て
、
み
ん
な
で
利
用
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

図
１悪循

環

好
循
環 バ

ス
利
用
者
減
少

利
用
促
進
策

バ
ス
利
用
者
増
加

料
金
値
下
げ・増
便

料
金
値
上
げ・減
便

利
便
性
　
低
下

利
便
性
　
向
上

バ
ス
利
用
者
減
少

バ
ス
路
線
廃
止

表2
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平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

主な路線の
補助金の推移 表1

平成15年

2千0,314千円2千0,314千円
2千2,431千円2千2,431千円

2千9,210千円2千9,210千円

2千8,588千円2千8,588千円 2千7,864千円2千7,864千円

2千8,465千円2千8,465千円
3千1,191千円3千1,191千円3千2,143千円3千2,143千円

3千6,134千円3千6,134千円

2千0,951千円2千0,951千円

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

赤字路線に対する
町の補助金の推移
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町
内
12
路
線
を
運
行

町
中
は
一
日
96
便
が
往
来

　
本
町
の
路
線
バ
ス
は
、
須
賀
川
、
白

河
方
面
な
ど
、
放
射
状
に
周
辺
地
域
と

結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
多
く
は
学
生
で
、
次
い
で

通
院
、
通
勤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
力

の
通
学
に
お
い
て
は
、
周
辺
市
町
村
か

ら
２
つ
の
高
校
に
通
う
な
ど
、
周
辺
市

町
村
と
結
ぶ
重
要
な
交
通
手
段
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
小
・
中
学

校
に
お
け
る
遠
距
離
通
学
の
手
段
と
し

て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
通
過
す
る
市
町
村
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
利
用
の
実
態
に
合
わ

せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
、
増
減
便
等
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
て
の
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は

磐
城
石
川
駅
前
、
石
川
営
業
所
を
起
点

に
荒
町
、
南
町
、
新
町
を
必
ず
通
過
す

る
た
め
、
平
日
に
は
一
日
96
便
が
往
来

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
あ
た
り
前
の
よ
う
に
走
っ
て
い
る
路

線
バ
ス
で
す
が
、
時
に
は
気
に
し
て
、

時
に
は
乗
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

●石川・蓬田線●
蓬田行き 石川行き

石川駅前発 清水内着 清水内発 石川駅前着
7:10 8:04 7:00 7:54
14:30 15:24 8:40 9:34
16:00 16:54 15:30 16:24
17:55 18:49

※土日祝減便

●小野・石川線●
小野行き 石川行き

石川駅前発 小野駅前着 小野駅前発 石川駅前着
6:50 7:50 6:50 7:50
13:55 14:55 7:55 8:55
16:10 17:10 15:45 16:45
17:35 18:35 18:40 19:40

※日祝運休

●名花線●
名花行き 石川行き

石川駅前発 上巣着 上巣発 石川駅前着
13:10 13:51 7:15 7:56
17:30 18:11 14:00 14:41

※土日祝運休
●仁田線●

仁田行き 石川行き
石川駅前発 仁田着 仁田発 石川駅前着

15:10 16:01 6:57 7:48
16:30 17:21 7:20 8:11
18:40 19:31 16:27 17:18

●竹貫田線●
竹貫田行き 石川行き

石川駅前発 竹貫田車庫着 竹貫田車庫発 石川駅前着
7:00 8:03 7:00 8:10
13:15 14:18 8:30 9:40
15:20 16:23 15:15 16:25
17:45 18:48 16:35 17:45

※土日祝減便
●有実線●

須賀川行き 石川行き
石川駅前発 有実上着 有実上発 石川駅前着

11:50 12:50 7:10 8:17
16:50 17:50 13:00 14:07
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●母畑経由須賀川線●
須賀川行き 石川行き

石川駅前発 須賀川駅前着 須賀川駅前発 石川駅前着
7:00 8:05 6:50 7:54
8:15 9:20 8:10 9:14
9:30 10:35 11:30 12:34
12:00 13:05 13:35 14:39
15:30 16:35 16:00 17:04
16:45 17:50 17:10 18:14
18:00 19:05 18:30 19:34

●竜崎経由須賀川線●
須賀川行き 石川行き

石川駅前発 須賀川駅前着 須賀川駅前発 石川駅前着
7:00 7:59 6:50 7:48
8:05 9:04 11:10 12:08
11:45 12:44 14:10 15:08
15:15 16:14 16:20 17:18
17:00 17:59 18:10 19:08
18:00 18:59

●鳥内橋線●
鳥内橋行き 石川行き

石川営業所発 鳥内橋着 鳥内橋発 石川営業所着
6:46 7:07 7:09 7:31
14:15 14:37 14:39 15:01
16:30 16:52 16:54 17:16

※土日祝学校休校日は運休

●新白河・石川線●
白河方面 石川方面

石川営業所発 新白河駅着 新白河駅発 石川営業所着
7:00 8:03 6:50 7:53
8:45 9:48 9:40 10:43
11:00 12:03 12:35 13:38
14:30 15:33 14:20 15:23
15:30 16:33 15:50 16:53
17:10 18:13 17:20 18:23
18:50 19:53 18:40 19:43

●石川・浅川線●
浅川行き 石川行き

石川営業所発 浅川車庫着 浅川車庫発 石川営業所着
6:15 6:55 7:10 7:50
10:30 11:10 12:45 13:25
17:10 17:50 18:00 18:40

※土日祝運休 ●宝木経由鮫川線●
鮫川方面 石川方面

石川営業所発 湯の田温泉着 湯の田温泉発 石川営業所着
10:50 11:36 6:50 7:36
13:50 14:36 7:20 8:06
16:10 16:56 12:00 12:46
17:45 18:31 15:30 16:16

（15:00） （15:46）
※（　）は11/1～3/31の期間



広報いしかわ 2 月号 ● 6

Q
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
は
？

Q
何
を
持
っ
て
い
け
ば

い
い
の
?

Q
農
業
所
得
を
申
告
す

る
場
合
は
？

Q
営
業
・
そ
の
他
の
所
得
を

申
告
す
る
場
合
は
？

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
会
が
始
ま
り
ま
す

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
会
が
始
ま
り
ま
す

　
2
月
8
日
㈮
か
ら
3
月
15
日
㈮
ま
で
、
石
川
町
共
同
福
祉
施
設
で
「
町
県
民

税
の
申
告
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
平
成
24
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
収
入

を
金
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
内
職
も
含
み
ま
す
）。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
平
成
25
年
1
月
1
日
現
在
、
石

　
　
　
川
町
に
居
住
し
て
い
る
方
で
、
次

の
よ
う
な
方
は
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

・
農
業
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
各

種
事
業
等
を
営
ん
で
い
る
方

・
地
代
・
家
賃
等
の
所
得
、
不
動
産
・
株

式
等
の
譲
渡
所
得
、
年
金
・
内
職
等
の

所
得
の
あ
っ
た
方

・
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
方
、

及
び
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
支
給
さ

れ
た
方

・
公
的
年
金
収
入
で
４
0
0
万
円
以
上
の

方
、
ま
た
は
公
的
年
金
と
そ
れ
以
外
の

収
入
が
あ
る
方

・
公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
医
療
費

控
除
や
雑
損
控
除
を
受
け
る
方

　
　
　
・
各
種
事
業
等
の
平
成
24
年
中
の

　
　
　
収
入
、
支
出
の
決
算
書
及
び
関
係

書
類
等

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等
の
納
入
領
収

書
（
国
民
健
康
保
険
税
は
、
納
期
を
8

期
、
ま
た
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

納
期
を
7
期
で
納
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
平
成
24
年
分
の
所
得
の
申

告
で
は
、
平
成
24
年
1
月
1
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
納
入
し
た
納
期
分
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

・
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
又
は
領

収
書

・
生
命
保
険
料
・
介
護
医
療
保
険
料
（
平

成
24
年
1
月
1
日
以
後
に
締
結
し
た
も

の
）・
個
人
年
金
保
険
料
・
地
震
保
険

　
　
　
・
田
・
畑
の
耕
作
面
積
、
米
、
野

　
　
　
菜
、
果
実
、
家
畜
等
、
全
農
作
物

（
農
作
業
受
託
料
を
含
む
）
の
販
売
明

細
書
等

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
に
か

か
わ
る
収
入
・
支
出
の
明
細
書

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

平
成
24
年
中
の
収
入
が
無
く
て
も
（
0

円
）
申
告
が
必
要
で
す
。

　
申
告
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
（
世
帯
の
合
計
）
が
受
け
ら
れ
な

い
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
・
売
上
帳
、
仕
入
帳
、
棚
卸
金
額
、

　
　
　
現
金
出
納
簿
等
の
帳
簿
類

・
営
業
・
そ
の
他
の
収
入
を
得
る
た
め
の

必
要
経
費
の
領
収
書
等

※
帳
簿
類
や
領
収
書
等
に
不
備
が
あ
る
と
、

再
度
申
告
相
談
に
来
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
帳
簿

類
を
整
理
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

A

A

A

A

料
（
経
過
措
置
に
よ
り
長
期
損
害
保
険

料
の
み
従
前
の
損
害
保
険
料
控
除
を
適

用
）
な
ど
の
支
払
証
明
書

・
平
成
24
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領

収
書
（
10
万
円
以
上
又
は
所
得
金
額
の

5
％
以
上
を
支
払
っ
た
場
合
、
所
得
控

除
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

・
給
与
所
得
又
は
年
金
所
得
が
あ
る
方
は
、

源
泉
徴
収
票

国
民
健
康
保
険
に

　
加
入
し
て
い
る
方
へ
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注
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と

お
問
い
合
わ
せ
先

※ 「
町
県
民
税
の
申
告
相
談
会
の
ご
案
内
」

の
郵
送
に
よ
る
通
知
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
平
成
24
年
中
に
前
ペ
ー
ジ
の
所

得
が
あ
っ
た
方
は
、
各
地
区
の
申
告
相

談
日
に
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
肉
用
牛
の
免
税
を
受
け
る
方
は
、
肉
用

牛
売
却
証
明
書
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
で
税
務
署
の
事

前
相
談
を
受
け
た
方
は
、
雑
損
控
除
の 

「
雑
損
失
の
金
額
の
計
算
書
」
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

●
所
得
税
確
定
申
告

　
須
賀
川
税
務
署

　
〒
9
６
２
ı
0
8
４
４

　
須
賀
川
市
東
町
96

　
　
☎
0
２
４
8
ı
7
5
ı
２
１
9
４　

●
町
県
民
税
申
告

　
石
川
町
役
場
税
務
課
課
税
係

　
　
☎
２
６
ı
9
１
１
8

町県民税申告相談会のお知らせ
月 日 曜日

申告相談地区
申告相談会場等

午　　前 午　　後
2 8 金 収入が年金のみの方

（旧町内、中谷地区）
●申告相談会場
　石川町共同福祉施設（ 2 階）
　（石川町商工会館内）
●申告相談会場の電話番号
　☎26－8228
●申告相談時間
・平成25年2月 8日（金）
　　　　～3月15日（金）
　（土・日・祝日を除く）

午前9時00分～11時30分
午後1時00分～4時00分

・受付時間
　午前の部　～午前11時まで
（但し、受付・相談会の状況により相
談時間が午後になる場合があります）
　午後の部　～午後 3 時30分まで
●その他
①該当地区の相談日に都合により申告

できない方は、期限内の都合の良い
日に申告してください。（土・日・祝
日を除く）

②郵送による申告は、随時受付けてい
ますので、自分で申告書を作成され
た方は、期限内に関係書類を添えて
直接、須賀川税務署に郵送して申告
することもできます。

③「e－Tax（国税電子申告・納税シ
ステム）」を利用すると自宅から確定
申告ができます。詳しくは、e-Tax
の ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.
e-tax.nta.go.jp/）をご覧ください。

12 火 収入が年金のみの方
（沢田・野木沢・山橋・母畑地区）

13 水 上母畑 母畑第一
14 木 湯郷渡 北　山
15 金 山　形
18 月 板　橋
19 火 南山形 北山形
20 水 沢井三里（上沢井）・下沢井 沢井三里（大池）・鳥内
21 木 沢井三里  （竹柄） 中　央・古　内
22 金 赤　羽 新屋敷（沢田）
25 月 中　田
26 火 形　見 谷　地
27 水 谷　沢 坂　路
28 木 双　里

3 1 金 中　野
4 月 曲　木
5 火 塩　沢
6 水 王子平 新屋敷(石川)
7 木 当　町 松木下・猫　啼
8 金 新　田 本　宮
11 月 北　町
12 火 新　町・三　芦・高　田
13 水 南　町 荒　町・和　久
14 木 馬場町 古　町

15 金 予備日







●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集しています。
気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
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太樂　大輔さん（22歳）　●板橋字南

▶次回は、太樂さんの紹介で矢内 愛里さんです。

職 業▶（株）ＤＮＰテクノパック泉崎工場で
働いています。食品、洗剤、薬品など
のパッケージを製造しています。

Q 

Q 

Q 

Q 

A

A

A

A

今、情熱を傾けて取り組んでいることは
何ですか
仕事です。機械主任を任せられ、製品を
造り、その製品を店頭で見ると、やりが
いを感じます。
将来やってみたいことや夢を聞かせてく
ださい
温かく、楽しく、幸せな家庭を築きたい
です。
将来どんな町になって欲しいですか
子どもの笑い声が絶えない明るい町に
なって欲しいです。
最後に理想のタイプは
笑顔で思いやりがある女性です。

塩田　絆
はん
斗
と
くん（1歳10 か月）

「震災１週間後に産まれ、心配事の絶えな
い状況の中、元気にすくすくと育ってくれ
て家族皆ホントに嬉しく思います!!」

和憲パパ＆実穂ママより　中田
三森　愛

あい
理
り
ちゃん（1歳6か月）

「
三
森
家
の
天
使
、愛
理
さ
ん
で
す
！ 

お
友
達
募
集
中
!!
仲
良
く
し
て
ね
！
」

穣
治
パ
パ
＆
理
恵
子
マ
マ
よ
り　
中
田



●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集しています。
気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１

ほのぼの
        二人三脚
ほのぼの
        二人三脚

11 ● 広報いしかわ 2 月号

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
が
3
人
、
孫
が
5
人
に
な
り
ま

し
た
。

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和
37
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。

美
津
野
商
店
を
経
営
し
て
い
ま
す
が
、

い
か
に
商
売
を
や
っ
て
い
こ
う
か
と
無
我
夢
中

で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
昔
は
商
工
会
の
商
業

部
や
町
内
各
地
区
の
商
店
と
協
力
し
、
一
定
の

金
額
以
上
の
買
い
物
を
し
て
く
れ
た
方
に
対
し

て
補
助
券
を
発
行
し
、
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
や
森

進
一
さ
ん
な
ど
の
歌
手
を
呼
ん
で
シ
ョ
ー
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
町
内
だ
け
で
な
く
、

町
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
集
ま
り
と
て
も
賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
様
に
上
野
動
物
園

に
行
け
る
補
助
券
を
発
行
し
、
バ
ス
5
台
で
行

っ
た
と
き
に
は
、
参
加
し
た
子
ど
も
が
ひ
と
り

集
合
時
間
に
な
っ
て
も
帰
っ
て
こ
な
い
な
ど
の

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
も
印
象

に
残
る
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

三
郎
…
2
・
3
年
前
ま
で
は
山
歩
き
が

好
き
で
し
た
が
、
現
在
は
孫
と
将
棋
を

す
る
の
が
好
き
で
す
。

惠
子
…
女
声
コ
ー
ラ
ス
で
歌
っ
た
り
、
友
達
と

食
事
や
温
泉
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
前
の
桜
や
馬
場
町

か
ら
立
ケ
岡
ま
で
の
遊
歩
道
が
好
き
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

商
店
街
の
活
性
化
や
雇
用
の
場
の
確
保

を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
人
口
が
減

少
し
て
い
る
の
で
そ
の
た
め
に
も
し
っ
か
り
と

し
た
対
策
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

A

A

A

A A

Q Q

QQ Q

●計画の構成
　石川町第５次総合計画は、基本構想、基本計画及び実施計画
で構成し、それぞれの計画ごとに期間を設定しています。
■基本構想
　本町の将来の姿を描き、それを達成するために必要なまちづ
くりの方向や基本的な施策の大綱を明らかにするものです。今
回の見直しでは、平成21年度の策定時には想定されていない放
射能対策の施策を追加し、構想の一部見直しを行いました。

■基本計画
　基本構想に描かれた将来像を実現するための施策などを総合的、体系的に組み立てたもので、「地区まち
づくり計画」を含む６つの「部門別計画」により構成されています。
　期間は、社会状況の変化などに柔軟に対応するため、前期・後期
の２期に分け、それぞれ５年間を想定していました。
　しかし、震災や経済環境の悪化等、社会経済情勢が変化したこと
から、平成24年度において前期基本計画の検証・見直しを行い、平
成25年度からスタートさせる後期基本計画を策定しました。
　※地区まちづくり計画の期間については、10年間を基本とします。
■実施計画
　基本計画で定められた施策を実施するために、財政状況や社会情
勢を考慮して策定するものです。概ね３年間で実施する事業の内容
を明らかにする短期計画です。

●計画の期間

みんなが主役
今回の見直しは、環境の変化に対応協働と循環の

まちの実現に

向けて

石川町
第5次総合計画

氏名：矢部　三郎さん（76歳）
　　　　　　惠子さん（69歳）
住所：当町

無我夢中で頑張ってきました

【基本構想・基本計画・実施計画の関連】

【石川町東日本大震災復旧復興計画】

実施計画3年間実施計画

理念

基本計画

基本構想 基本構想10年間
（平成21年度～30年度）

前期部門別計画4年間
（平成21年度～24年度）

地区まちづくり計画10年間
（平成21年度～30年度）

後期部門別計画6年間
（平成25年度～30年度）

復旧期間
（平成23年度～24年度）

復興期間
（平成25年度～30年度）
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い
し
か
わ
の
歴
史

故
郷
の
歩
み
を
学
ぶ

20 

越
後
高
田
藩
と
村

�
樹
種
名　
　
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

�
樹
齢　
　
　
推
定
５
０
０
年

�
形
状
寸
法　
樹　
　
高　
14
ｍ

　
　
　
　
　
　
胸
高
幹
周　
5
ｍ

�
特
記
事
項

　
県
指
定
天
然
記
念
物
の
高
田
桜
は
、
高
蔵
内
の
桜
を
分
け
た
も
の
だ
と

所
有
者
宅
で
は
代
々
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
形
状
を
見
る
と
、
根
も

と
の
幹
は
か
な
り
の
巨
木
と
な
っ
て
お
り
、
花
芽
は
ピ
ン
ク
色
が
や
や
強
く
、

途
中
か
ら
何
度
か
折
れ
た
形
跡
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
枝
ぶ
り
は
古
木
と

は
思
わ
せ
な
い
程
若
々
し
く
見
え
る
桜
で
す
。

�
見
頃　
４
月
中
旬

高
蔵
内
の
桜

母
畑
字
高
蔵
内
地
内

石
川
桜
め
ぐ
り

馬産の名残―石造馬頭観音像―（坂路）

　
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
十
一
月
、
白

河
藩
主
は
松
平
明あ

き
の
り

矩
か
ら
松
平
定さ

だ
よ
し

賢
に
替

わ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
白
河
藩
領
も
変

更
さ
れ
、
石
川
・
白
川
・
田
村
郡
な
ど
の

八
万
四
〇
〇
〇
石
が
越
後
（
新
潟
県
）
高

田
藩
領
に
、
二
万
七
〇
〇
石
が
幕
領
に
な

り
ま
し
た
。
現
石
川
町
域
で
越
後
高
田
藩

領
と
な
っ
た
村
々
は
、
曲
木
を
除
い
た
全

域
で
す
。
曲
木
村
は
幕
領
に
な
り
ま
し
た

が
、
上
中
田
村
は
こ
れ
以
前
か
ら
幕
領
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
高
田
藩
主
の
榊さ

か
き
ば
ら
ま
さ
な
が

原
政
永
は
一
五
万
石

で
入
封
し
ま
し
た
が
、
居
城
の
あ
る
高
田

で
は
六
万
七
〇
〇
石
だ
っ
た
た
め
、
奥
州

分
領
の
方
が
石
高
が
多
い
と
い
う
変
則
的

な
領
知
で
し
た
。
高
田
藩
は
奥
州
分
領
支

配
の
た
め
陣
屋
を
設
置
し
ま
し
た
。
最
初
、

経
済
の
中
心
地
で
あ
る
石
川
に
設
置
し
よ

う
と
し
て
役
人
を
派
遣
し
た
と
こ
ろ
、
洪

水
に
襲
わ
れ
た
た
め
浅
川
に
変
更
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
浅
川
陣
屋
の
場
所
は

東
大
畑
で
東
裏
陣
屋
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

責
任
者
の
領
奉
行
以
下
、
足
軽
・
仲ち

ゅ
う
げ
ん間

を
含
め
て
の
総
数
が
わ
ず
か
一
五
〇
人
ば

か
り
で
し
た
。

　
幕
府
・
藩
は
農
民
か
ら
年
貢
（
米
）
そ

の
他
を
徴
収
し
て
旗
本
・
藩
士
に
分
配
し
、

江
戸
や
大
坂
で
米
を
売
っ
て
生
活
を
す
る

と
い
う
の
が
経
済
の
基
本
で
し
た
。
し
か

し
、
江
戸
中
期
に
な
る
と
、
経
済
は
米
中

心
か
ら
海
産
物
・
織
物
・
陶
磁
器
・
酒
・

煙
草
な
ど
の
商
品
の
生
産
・
販
売
＝
商
品

経
済
に
移
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

藩
の
経
済
も
年
貢
だ
け
で
は
成
り
立
た
ず
、

特
産
物
の
生
産
を
奨
励
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
白
河
藩
や
高
田
藩
が
力
を
入
れ

た
の
が
馬
産
で
し
た
。
馬
は
武
士
の
需
要

の
ほ
か
、
運
送
・
農
作
業
に
必
要
と
さ
れ

ま
し
た
。
浅
川
陣
屋
で
は
数
か
村
に
一
人

の
駒こ

ま
つ
け
や
く

付
役
を
置
い
て
、
農
民
が
飼
育
し

売
買
す
る
馬
を
管
理
さ
せ
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
村
は
、
庄
屋
を
中
心
に
一

種
の
自
治
を
行
い
、
共
同
生
活
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
例
え
ば
中
野
村
で
は
、
最
も

重
要
な
田
は
個
人
の
所
有
で
は
な
く
村
の

も
の
で
、
八
年
ご
と
に
耕
作
す
る
田
を
交

換
し
ま
し
た
（
割わ

り
か
え替
制
）。
貧
富
の
差
が

で
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。
幕
府
や

藩
は
そ
の
よ
う
な
村
に
連
帯
責
任
を
負
わ

せ
、
年
貢
の
収
納
や
治
安
を
任
せ
ま
し
た
。

庄
屋
は
下
泉
村
の
丹
内
家
や
山
形
村
の
迎

家
の
よ
う
に
、
中
世
石
川
氏
の
家
臣
で
土

着
し
た
も
の
が
藩
か
ら
任
命
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
し
た
。
数
か
村
か
ら
な
る
組
を

束
ね
る
大
庄
屋
は
常
時
置
か
れ
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
石
川
組
（
ほ
ぼ
現
石
川

町
）
の
場
合
、
丹
内
家
か
ら
鈴
木
家
に
代

わ
っ
て
い
ま
す
。
庄
屋
を
補
佐
す
る
組
頭

も
古
く
か
ら
の
農
民
で
、
下
泉
村
で
は
、

荒
町
・
馬
場
町
・
古
町
に
一
人
ず
つ
置
か

れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
商
品
経
済
が
浸
透
す
る
と
、

商
品
を
扱
う
庄
屋
な
ど
が
豊
か
に
な
り
、

反
面
、
農
地
を
失
い
水み

ず
の
み呑

百
姓
と
な
る

農
民
も
現
れ
ま
し
た
。

　
農
民
の
生
活
を
脅
か
し
た
も
の
は
、
第

一
に
藩
財
政
の
逼ひ

っ
ぱ
く迫
に
よ
る
年
貢
の
増
徴
、

第
二
に
頻
発
し
た
冷
害
・
水
害
・
疫
病
な

ど
の
災
害
、
第
三
に
一
家
を
支
え
る
夫
婦

の
若
死
に
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
故
、
第
四
に

奥
州
道
中
の
宿
駅
に
馬
を
連
れ
て
輸
送
に

従
事
す
る
助す

け
ご
う
や
く

郷
役
で
し
た
。
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町民グラウンド及び総合体育館の平成25年度管理人を募集します
施設名 町民グラウンド 総合体育館

募集人員 １名 ２名

雇用期間 平成２5年4月１日（月）から
　　　　　１１月30日（土）まで

平成２5年4月２日（火）から
　　　　　平成２6年3月30日（日）まで

勤務日及び
勤 務 時 間

原則、金曜日から月曜日までの午前9時
から午後4時まで（利用状況により変更
する場合あり）

火・木・土曜日または水・金・日曜日のロー
テーションによる週3日で午前８時30分から午後
5時１5分まで（利用状況により変更する場合あり）

業務内容
町民グラウンド、旧石川小学校庭、町
民テニスコート等社会体育施設の維持
管理及び周辺環境の整備

総合体育館・多目的広場等の管理及び予約申請
書の受け付け、施設の清掃など

賃　　金 4，500円／１日 6，000円／１日
応募資格 スポーツに関心があり、健康状態良好で普通自動車運転免許証を所持している方

◉応募にあたっては、履歴書（市販のもの）に写真を貼付し、２月２２日（金）までに
　石川町教育委員会　教育課体育振興係（石川町公民館内）へお申し込みください。
◉選考結果は、3月中旬に文書にて通知します。
●お問い合わせ先
　石川町教育委員会　教育課体育振興係（石川町公民館内）電話２6－２566

　
県
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
活
動
を
支
援

す
る
㈶
福
島
県
文
化
振
興
財
団
で
は
、

現
在
、
平
成
２5
年
度
第
１
期
分
の
助
成

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
対
象
事
業

１
．平
成
２5
年
4
月
１
日
か
ら
平
成
２5

年
7
月
3１
日
ま
で
に
行
う
次
の
事
業

　
①
広
く
県
民
に
公
開
す
る
文
化
活
動

の
成
果
発
表
（
美
術
展
、
音
楽
会
、

演
劇
等
の
公
演
、
文
芸
誌
出
版
、

映
画
、
生
活
文
化
（
茶
の
湯
、
生

花
、
陶
芸
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

等
））

　
※
生
活
文
化
の
分
野
に
つ
い
て
は
、

そ
の
行
事
が
広
域
市
町
村
圏
段
階

レ
ベ
ル
の
組
織
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
場
合
に
の
み
助
成
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
②
県
の
代
表
や
公
的
機
関
か
ら
の
招

へ
い
に
よ
り
国
内
外
の
発
表
会
等

福
島
県
文
化
振
興
基
金
助
成

事
業
の
申
請
受
付
け
に
つ
い
て

へ
参
加
す
る
事
業

　
③
文
化
財
の
保
護
・
保
存
の
た
め
の

事
業

　
な
ど

２
．平
成
２5
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２5

年
7
月
3１
日
ま
で
に
行
う
次
の
事
業

　
①
東
日
本
大
震
災
ま
た
は
原
子
力
災

害
で
被
災
し
た
県
民
及
び
文
化
団

体
が
参
加
す
る
芸
術
文
化
及
び
伝

統
芸
能
に
関
す
る
事
業

　
②
東
日
本
大
震
災
ま
た
は
原
子
力
災

害
で
被
災
し
た
県
民
及
び
文
化
団

体
が
伝
統
文
化
の
保
存
・
継
承
の

た
め
に
行
う
ソ
フ
ト
事
業

　
③
東
日
本
大
震
災
ま
た
は
原
子
力
災

害
で
被
災
し
た
県
民
及
び
文
化
団

体
が
所
有
す
る
伝
統
芸
能
の
用
具

等
の
新
調
・
修
理
事
業

　
な
ど

３
．平
成
２5
年
4
月
１
日
か
ら
平
成
２6

年
3
月
3１
日
ま
で
に
行
う
次
の
事
業

　
①
文
化
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化
に

関
す
る
事
業

　
②
伝
統
文
化
の
保
存
・
継
承
・
発
展

を
目
的
と
し
た
ソ
フ
ト
事
業

　
③
広
域
的
ま
た
は
国
際
的
な
文
化
交

流
事
業

４
．平
成
２5
年
4
月
１
日
か
ら
平
成
２6

年
3
月
3１
日
ま
で
に
行
う
次
の
事
業

　
歴
史
的
施
設
、
文
化
的
価
値
の
あ
る

建
造
物
等
の
保
全
・
改
修
事
業
及
び
地

域
で
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
文
化

施
設
等
の
保
全
・
改
修
事
業
（
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
損
傷
の
改
修
を
含
む
）

●
対
象
者

　
県
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の
本
拠
を

有
す
る
個
人
（
県
外
在
住
の
県
出
身
者

も
含
む
）
ま
た
は
文
化
団
体
等
（
商
工

会
、
商
工
会
議
所
、
Ｊ
Ｃ
等
を
含
む
）。

●
助
成
金
額

　
助
成
対
象
経
費
の
１
／
３
ま
た
は　

１
／
２
ま
た
は
４
／
５
以
内
の
額
。
た

だ
し
対
象
事
業
の
区
分
に
よ
り
、
限
度

額
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

　
所
定
の
申
請
書
に
記
入
の
上
、
必
要

書
類
を
添
付
し
、
石
川
町
公
民
館
の
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

　
平
成
２5
年
２
月
２８
日
㈭

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
教
育
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
２
６
ı
２
５
６
６
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●
募
集
人
員　
１7
名

●
勤
務
先

　
町
内
の
保
育
所
及
び
児
童
館

●
雇
用
期
間

　
平
成
２5
年
4
月
１
日
㈪

　
　
　
～
平
成
２6
年
3
月
２9
日
㈯

●
勤
務
日

　
原
則
と
し
て
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま

で
（
祝
祭
日
は
除
く
）
の
5
日
間

●
勤
務
時
間

　
午
前
7
時
１5
分
～
午
後
6
時
１5
分
の

間
の
7
時
間
45
分

　
※
早
番
遅
番
の
シ
フ
ト
有
り

●
申
込
方
法

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
の
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
採
用
方
法

　
書
類
選
考
及
び
面
接
の
上
、
決
定
し

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
保
健
福
祉
課　
児
童
福
祉
係

☎
２
６
ı
0
8
１
１

　
文
部
科
学
省
所
管
の
㈶
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
『
第
37
回
ち
び
っ
こ
探

検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
（
ヨ
ロ
ン
・
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
）』
の
参
加
者
を

全
国
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
今
度
の
春
休
み
は
、
日
本
全
国
か
ら

参
加
す
る
た
く
さ
ん
の
お
友
達
と
一
緒

に
思
い
出
に
残
る
楽
し
い
体
験
を
し
に

暖
か
な
南
の
島
『
ヨ
ロ
ン
島
』
に
行
き

ま
せ
ん
か
。

●
期
間

　
3
月
２6
日
㈫
～
4
月
１
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
泊
7
日
）

●
場
所

　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

●
対
象

　
小
学
２
年
生
～
6
年
生

　
　
　
　
（
平
成
２5
年
２
月
末
現
在
）

●
定
員

　
日
本
人
小
学
生
２
0
0
名

　
在
日
外
国
人
小
学
生
１
0
0
名

●
説
明
会

　
福
島
テ
ル
サ　
研
修
室
（
す
り
か
み
）

　
（
福
島
市
上
町
4
ー
２5
）

　
２
月
１１
日
㈪　
午
後
3
時
30
分
～

　
※
自
由
参
加
、
参
加
費
無
料
で
す
。

●
申
込
締
切　

　
3
月
6
日
㈬
（
申
込
み
先
着
順
）

※
詳
し
く
は
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
☎
0
３
ı
６
４
５
9
ı
４
６
６
１

　
メ
ー
ル info@

kskk.or.jp

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.
kskk.or.jp

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

参
加
者
募
集

臨
時
保
育
士
を

募
集
し
ま
す

　
労
働
力
調
査
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
統
計
調
査
で
、
我
が
国
の
就
業
状
況

調
査
で
す
。

　
就
業
者
数
、
完
全
失
業
者
数
、
完
全

失
業
率
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
経
済

対
策
や
雇
用
・
失
業
対
策
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

●
対
象
地
域

　
字
屋
敷
入
の
一
部
地
域

●
対
象
者

　
対
象
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
の
う
ち
、

統
計
法
に
基
づ
き
抽
出
さ
れ
た
世
帯
の

１5
歳
以
上
の
方

●
調
査
期
間

　
平
成
２5
年
２
月
か
ら
5
月
ま
で

●
調
査
方
法

　
知
事
が
委
嘱
し
た
統
計
調
査
員
が
世

帯
を
訪
問
し
て
調
査
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　
調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、
統
計

法
に
よ
り
厳
し
く
秘
密
が
守
ら
れ
、
統

計
以
外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
お
答

え
く
だ
さ
い
。

　
自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き
は
、

毎
年
3
月
に
集
中
し
、
窓
口
や
車
検
場

が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　
名
義
変
更
や
住
所
変
更
、
廃
車
、
車

検
な
ど
の
手
続
き
は
２
月
中
に
行
う
な

ど
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
済
ま
せ
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

・
登
録
関
係

　
☎
0
５
0
ı
５
５
４
0
ı
２
0
１
５

・
検
査
関
係

　
☎
0
２
４
ı
５
４
６
ı
0
３
４
２

　
毎
年
２
月
7
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」

で
す
。
択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
及

び
歯
舞
群
島
か
ら
成
る
北
方
四
島
は
、

歴
史
的
に
見
て
も
、
ま
た
、
国
際
間
の

諸
取
り
決
め
に
照
ら
し
て
も
明
ら
か
に

我
が
国
固
有
の
領
土
で
す
。

　
北
方
四
島
の
一
日
も
早
い
返
還
を
実

現
す
る
た
め
に
、
国
の
外
交
交
渉
を
後

押
し
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
統
計
課

　
　
☎
0
２
４
ı
５
２
１
ı
７
１
４
５

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

2
月
7
日
は
北
方
領
土
の
日
で
す

自
動
車
の
登
録・検
査

の
手
続
き
は
お
早
め
に

石川福祉会からのお知らせ 施設名 入所室区分 現在の徴収額 改定後金額
（日　額）

参　考
（徴収限度額）

さくら荘
さぎそう
よもぎ荘

たまかわ荘

施設入所
従来型個室 560円 ８２0円 １,１50円

短期入所
多床室 ２１0円 3２0円 3２0円

短期入所
従来型個室 360円 ８２0円 １,１50円

ふるどの荘
施設入所
ユニット型個室 650円 950円 １,970円

短期入所
ユニット型個室 400円 950円 １,970円

　石川福祉会の介護保険施設を
利用した場合の利用者負担金の
うち、居住費が平成２5年4月１日
から右記のとおり改定となりま
す。詳細については各施設へお
問い合わせください。
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東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採

用
試
験
実
施
委
員
会
で
は
次
の
と
お
り

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
参
加
に
当
た
っ
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
b

ureau.to
ho

ku.ac.jp
/

shiken/

）
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

●
開
催
日
時

　
２
月
２８
日
㈭

　
午
後
２
時
～
午
後
4
時
40
分

●
開
催
場
所

　
福
島
大
学
（
Ｌ
講
義
棟
Ｌ
ı
４
教
室
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採

用
試
験
事
務
室

　
倒
木
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
電
線
が

切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
切
れ
て
垂
れ
下
が
っ
た
電
線
は
と
て

も
危
険
で
す
の
で
、
絶
対
に
近
づ
い
た

り
せ
ず
、
見
つ
け
た
と
き
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
電
線
の
近
く
で
の
建
設
工
事

や
伐
採
工
事
も
危
険
で
す
の
で
事
前
に

東
北
電
力
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
北
電
力
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
１
２
0
ı
１
７
５
ı
３
６
６

　
平
成
２6
年
3
月
新
規
大
学
等
を
卒
業

予
定
の
方
を
対
象
に
県
内
企
業
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
開
催
日

　
3
月
4
日
㈪
〈
県
内
企
業
１
５
0
社

が
参
加
予
定
〉

●
実
施
内
容

・
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
午
前
１0
時
30
分
～
正
午

・
合
同
企
業
説
明
会

　
午
後
１
時
～
午
後
4
時

●
会
場

　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
　
　
　
（
郡
山
市
南
二
丁
目
5２
番
地
）

●
そ
の
他

①
事
前
申
込
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

②
参
加
事
業
所
は
開
催
１
週
間
前
に
、

福
島
労
働
局
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
し
ま
す
。

③
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担

当
者
の
事
業
・
職
務
内
容
、
今
後
の

採
用
計
画
等
の
説
明
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
各
機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
☎
0
２
４
ı
9
２
７
ı
４
６
３
３

切
れ
た
電
線
に
は
絶
対
に

触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

ふ
く
し
ま
大
卒
等
ジ
ョ
ブ

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て

必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も
　最低賃金は、常用・臨時・パート・アルバイトなどの名称にかかわらず、福島県内の事業場で働く全ての
労働者に適用されます。

最低賃金件名 最低賃金額（円） 効力発生年月日1時間

産
業
別
最
低
賃
金

福島県最低賃金
（下記の5産業を除く全産業） 664円 平成２4年１0月１日

非鉄金属製造業 77８円

平成２5年１月１１日
電子部品・デバイス・電子回路、

電気機械器具、情報通信機械器具製造業 730円

輸送用機械器具製造業 765円

計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械器具
・理化学機械器具、時計・同部品、眼鏡製造業 763円

自動車小売業 76１円 平成２4年１２月２８日

（注）実際に支払われる賃金から次の賃金を除外したものが最低賃金の対象となります。
　①臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
　②１か月を超える期間ごとに支払われている賃金（賞与など）
　③所定労働時間を超える時間の労働に対して支払われる賃金（時間外割増賃金など）
　④所定労働日以外の労働に対して支払われる賃金（休日割増賃金）
　⑤午後１0時から午前5時までの間の労働に対して支払われる賃金のうち、通常の労働時間の賃金の計算額を

超える部分（深夜割増賃金）
　⑥精皆勤手当、通勤手当及び家族手当
（注）産業別最低賃金の一部に適用除外業種や業務があります。
　　　詳しくは次までお問い合わせください。
　●福島労働局賃金室　☎0２4-536-4604　　●須賀川労働基準監督署　☎0２4８-75-35１9
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聴
覚
障
害
者
関
係
者
の
た
め

の
巡
回
相
談
会
の
お
知
ら
せ

「
困
っ
た
こ
と
」な
ん
で

も
相
談
し
て
く
だ
さ
い

こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
会
の
お
知
ら
せ

弁
護
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

『
司
法
書
士
総
合
相
談
』

の
お
知
ら
せ

心
配
ご
と
相
談

定
例
行
政
相
談

　
聴
覚
障
害
者
や
そ
の
家
族
、
雇
用
主
、

支
援
者
な
ど
を
対
象
に
巡
回
相
談
会
を

●
日
時

　
２
月
８
日
㈮

　
２
月
２5
日
㈪

　
　
午
前
１0
時
～
午
後
3
時

●
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
３
７
9
３

　
町
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
定
例
行
政

相
談
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
日
時　
２
月
１6
日
㈯

　
　
　
　
午
前
9
時
～
正
午

●
場
所　
石
川
町
公
民
館

　
今
回
の
大
震
災
で
精
神
的
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
て
い
る
、
仕
事
を
な
く
し
て

し
ま
っ
た
、
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
…

で
も
、
震
災
前
の
普
通
の
生
活
に
戻
り

た
い
！

　
こ
の
よ
う
な
聴
覚
障
害
者
の
自
立
努

力
を
聴
覚
障
害
者
の
特
性
を
熟
知
し
、

手
話
や
そ
の
聴
覚
障
害
者
に
合
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
が
使
え
る
社

会
福
祉
士
な
ど
が
、
側
面
か
ら
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　
住
宅
・
車
の
相
談
、
心
の
相
談
、
就

労
相
談
、
医
療
の
相
談
、
介
護
の
相
談
、

福
祉
の
相
談
な
ど
困
っ
た
と
き
は
相
談

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
聴
覚
サ
ポ
ー
ト
「
な
か
ま
」

☎
薨
0
２
４
ı
５
２
２
ı
0
６
8
１

　
☎
0
２
２
ı
２
１
７
ı
５
６
７
６

　
メ
ー
ルshiken@

bureau.
tohoku.ac.jp

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
東
北
地
区
国
立

大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
返
済
で
き
な
い
借
金
（
多
重
債
務
）

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
借
り
て
は
返

す
日
々
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
多
重
債
務
は
、
放
置
し
た
ま
ま
で
は

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
解
決
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
返
済
に
追
わ
れ
て
苦
し

い
生
活
を
送
る
よ
り
、
一
日
も
早
く
借

金
を
整
理
し
て
、
落
ち
着
い
た
生
活
を

取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、「
高
額
の
品
物
を
買
わ
さ
れ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心
の
病
気
で

悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族
に
向
け
た

心
の
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時

　
２
月
１3
日
㈬

　
午
後
２
時
～
午
後
4
時

●
場
所　
石
川
町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　
相
談
及
び
助
言
指
導
な
ど

●
担
当　
コ
ス
モ
ス
通
り

　
　
　
　
　
　
心
身
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
院
長　
圓
口　
博
史
氏

　
※
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
8
４
１
６

て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
抱

え
て
し
ま
っ
た
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時

　
２
月
１3
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

●
場
所　
石
川
町
保
健
セ
ン
タ
ー

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

電
話
等
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
8
４
１
６

開
催
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
、

将
来
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
等
、
ど
ん

な
事
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
２
月
１１
日
㈪
、
３
月
１6
日
㈯

　
　
　
　
午
前
１0
時
～
午
後
3
時　

●
場
所　
郡
山
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
日
本
大
震
災

　
　
　
聴
覚
障
害
者
救
援
福
島
県
本
部

☎
薨
0
２
４
ı
５
２
２
ı
0
６
8
１

平
成
25
年
度
　
石
川
町
温
水

プ
ー
ル
水
泳
教
室
の
お
知
ら
せ

　
温
水
プ
ー
ル
で
は
、
毎
年
、
４
月
か

ら
水
泳
教
室
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

平
成
２5
年
度
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
に

安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
４
月

か
ら
施
設
の
点
検
・
改
修
を
行
う
の
で
、

水
泳
教
室
は
６
月
か
ら
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
水
泳
教
室
の
生
徒
募
集
に
つ

い
て
は
、
広
報
い
し
か
わ
４
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
し
ば
ら
く
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
教
育
課
体
育
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
２
５
６
６

　
白
河
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

白
河
市
及
び
須
賀
川
市
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
月
に
１
度
無
料
相
談
を
行
い
ま

す
。

※
両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
の
上
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
事
前
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介
し
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
相
談
内
容

　
不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相
続
・

遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成

年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
、
震
災

に
よ
る
困
り
事
相
談
な
ど

●
開
催
日
時
及
び
場
所

◎
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

（
白
河
市
本
町
２
番
地
）　

２
月
7
日
㈭
、
3
月
7
日
㈭

（
時
間　
午
後
5
時
か
ら
午
後
８
時
）

◎
須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

　
Ｏ
Ａ
研
修
室
（
須
賀
川
市
八
幡
町

１
３
４ 

番
地
）　

２
月
２１
日
㈭
、
3
月
２１
日
㈭

　
（
時
間　
午
後
１
時
か
ら
午
後
4
時
）

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

（
祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
）

　
午
前
１0
時
か
ら
１２
時
半
、
午
後
１
時

半
か
ら
4
時

　
白
河
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
２
４
8
ı
２
３
ı
１
７
8
５



国 保 だ よ り

広報いしかわ 2 月号 ● 18

　今年から健診が総合健診に変わり、がん検診も
含めて一緒に受診できるようになりました。
　がん検診では毎年ポリープや早期がんなどが発
見されていますが、残念ながら今年の特定健診受
診者は１,１9２人で昨年より6２人減っています。
　がん検診の受診者は若干増えているのですが、
生活習慣病の発見のために行われている特定健診
受診者が増えないことは、石川町に多いといわれ
ている狭心症や心筋梗塞、脳梗塞などの予防のた
めには残念なことです。その理由は、それら生活
習慣病の発見のためには、前兆として、高血圧や
高脂血症、糖尿病などが現れ、健診の検査結果か
ら早めに注意することができるからです。これら
の健診結果も体重増加や運動不足から代謝が悪く
なって影響してくることが多いので、軽度のうち
から生活改善をすることが大切になってきます。
　また、本町の２3年度の死亡要因をみると、一番
多いのは悪性新生物、いわゆるがんによる死亡で、

なかでも一番多いのが肺がん、２番目が胃がん、3
番目が肝臓がんです。また、乳がんや子宮がん、
前立腺がんなどもありますが、これらも検診とし
て受ける機会がありますのでぜひ受診してください。
ご存じのように、自覚症状があってからでは進行
していることも多く、早期発見には毎年検診を受
け続けることが大切です。すでに治療中の方につ
いても、薬を飲んでいるから安心ではなく、生活
習慣（食べ方、身体の動かし方）も見直していた
だく機会として健診（検診）結果を利用していた
だきたいと思います。
　次の健診までを目標に、食事は3食バランスよく
食べ（夕食は寝る前3時間前に食べ終わり）、週に
3～4回30分以上のウォーキングなど身体を動かす
ことをぜひ今年は取り入れてチャレンジしてみま
しょう。
※「健診」は身体全体をみるときに使い、「検診」は特定の
　部位をみるときに使います。

国保の届け出忘れていませんか？

　国保に加入したり、やめるときは14日以内に国保の
窓口へ届け出が必要です。
　忘れずに届け出をしましょう。
≪国保に加入するときはこんなとき≫
　●職場の健康保険などをやめたとき（退職日の翌日）
　●他の市区町村から転入してきたとき（職場の健康

保険などに加入していない場合）
　●子どもが生まれたとき
　●生活保護を受けなくなったとき

加入の届け出が遅れると…

　加入資格を得た月（届出日ではな
い）までさかのぼって保険税を納め
ることになります。また、保険証が
ないため、その間にかかった医療費
は全額自己負担となります。

≪国保をやめるときはこんなとき≫
　●職場の健康保険などに加入したとき
　●他の市区町村へ転出したとき
　●死亡したとき
　●生活保護を受けるようになったとき
　●後期高齢者医療制度の対象となったとき
　　（75歳になり対象となるときは届け出不要）

やめる届け出が遅れると…

　資格がなくなったあと、国保の保
険証で診療を受けると、国保で負担
した分の医療費はあとで返していた
だくことになります。また、ほかの
健康保険などに加入すると、保険税

（料）が二重払いになってしまうこ
ともあります。

◆お問い合わせ先　 町民生活課　国保年金係　☎ 26-9125

自殺対策予防標語
「家族愛・地域の愛で自死防止」

総合健診の結果から

●お問い合わせ先　保健センター　☎２6－８4１6
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石川町2～3月の主な予定

2 月  ● February 3 月  ● March

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　

１歳6か月児健診（１3：00～）　　　　　　

在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　

6～7か月児教室（9：30～）　　　　　　
3～4か月児健診（１3：00～）　　　　　　
ＢＣＧ予防接種（１3：00～）　　　　　

添田医院

保健センター

ひらた中央病院
（平田村）

保健センター
保健センター
保健センター

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

定例行政相談（9：00～）　　　　　　　　
在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　

在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　

１歳児教室（9：30～）　　　　　　　　　
3歳3か月児健診（１3：00～）　　　　　

石川町公民館
とりごえ整形外科

石川中央医院

保健センター
保健センター

（平成24年12月 1日～12月31日までの届出分で掲載希望のあった方　敬称略）

●２月2５日㈪までに納めましょう
　国民健康保険税（第８期）
●２月2８日㈭までに納めましょう
　後期高齢者医療保険料（第７期）

氏 名 保 護 者 住所

長久保怜
れ

音
お

（雅　之・麻　弥）双　里

穂積　蒼
そ あ ら

來（良　幸・淳　子）北　町

小木結
ゆ

希
き

音
ね

（秀　治・絵里子）板　橋

氏 名 住 所

小　川　み　つ （南　町）
斎　藤　吉　與 （中　野）
西　牧　幸　子 （新　町）
小　湊　ト　ク （谷　地）
林　　　多　根 （立ケ岡）
江　刺　昭　三 （当　町）
大川内　政　一 （母　畑）

　新　郎　新　婦（住所）　

芳賀　洋憲（北　山）・五十嵐静香（喜多方市）
小松　裕紀（北山形）・添田　美加（北山形）
川西　孝揚（大　室）・中田　　希（大　室）
水野　賢一（谷　沢）・横田　智美（谷　沢）



編集後記
　今月号の特集では路線バスについて取
り上げました。町内を走っているバスをみる
と乗客もあまりいないように感じます。バス
や電車などの公共交通機関は必要だと考
えている人は多いと思いますが、車社会の
今日では実際に利用している人は少なくな
っているのではないでしょうか。しかし高齢
化社会が進むと交通弱者が増え、公共交通
機関の必要性はより大きなものになると思
います。みんなで公共交通機関について考
え、利用することが大切です。　　（佐久間）

表紙の写真

第３１０回第３１０回

中谷第二
小学校

【施設紹介】
　広い校庭と体育館、ぬくもりとあたたかさを感じる木造校舎。す
ばらしい施設と豊かな自然に囲まれ、２２名の児童は、「すなおな子
ども」「進んで学ぶ子ども」「じょうぶな子ども」を目指し、勉強に運
動に励んでいます。昨年は、地域伝統芸能全国大会に全校生が出
演し、大勢の観客の前で民俗芸能「中田のささら」を披露しました。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

●今月の隊長（広報無線の声）

中谷第二小学校　６年　  深谷慎太郎さん

Ｑ．毎日の通学などで防犯に気をつけていることは？
Ａ．登下校の時に、道路にとび出さないようにしたり、

一人の時は、早めに帰るようにしたりしています。
Ｑ．将来の夢を聞かせてください。
Ａ．勉強を頑張って大学に行き、自分に合ったいい仕事

につきたいと思っています。

子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊
しん た  ろう

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

町の人口

１７，１１０人（　△  ８）
（  ）内前月比●１月１日現在住民基本台帳●

男
女
世帯数

８，３０６人（　△  ６）
８，８０４人（　△  ２）
５，７０７戸（　　  ３）

　第一保育所に通う鈴木　幸奈（ゆきな）ちゃ
ん、雄斗哉（おとや）くん、祖父の芳幸さん、祖母
の日出子さんです。

　第一保育所に通う鈴木　幸奈（ゆきな）ちゃ
ん、雄斗哉（おとや）くん、祖父の芳幸さん、祖母
の日出子さんです。

瀬谷　将城さん（6年）
　この絵は、外から見た中二小のホ
ールです。ぼくが力を入れた所は、ス
テンドガラスなのでぜひ見て下さい。

　きれいなチョウを見つけました。
そのチョウにのっていっしょにとんで
みたいな、と思いながら、気もちをこ
めてかきました。

せ   や　     まさ  き

滝川　翔太さん（2年）
たき かわ　  しょう た

「
き
れ
い
な
チ
ョ
ウ
と

　
　
　
　は
ば
た
い
た
よ
」

　ロケットに乗って宇宙旅行に行きまし
た。宇宙から見た地球は青くてとてもき
れいです。ロケットの中には、いろいろな
部屋があって快適です。

塩田　真奈美さん（4年）
しお  た　　　ま　な　み

「
ロ
ケ
ッ
ト
に
乗
っ
て

　
　
　
　
　
　宇
宙
旅
行
」

再生紙を使用しています

「ぼくのお気に入りの場所」
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